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図書館の情報処理システムと蔵書管理
(図書委員会研究報告)
長 崎 幹 彦
An Information Processing System
for the SJC Library and Book Management
Mikihiko Nagasaki
本学図書委員会､および､図書館電算化検討チームでは､平成5年度より始められた図書館
のOA化の流れを受け継ぎ､さらに環境を整える方策と内容を考え推進してきたOここでは､
その経過と現状について述べる｡
1.はじめに
-- ドウェアの高性能化 ･低価格化にとも
ない､パーソナル ･コンピュータ (以下パソ
コンと記す)が急速な普及をみせている｡ワ
ークステーションや汎用コンピュータがネッ
トワーク化されたパソコンに置き換えられ､
これまで経済的に無理のあった情報処理が身
近に行なえる環境が整ってきた｡
また､hternetlがここ数年クローズアップ
され､従来､国公私立4年制大学､政府機関
等の限られた研究用途にしか使われていなか
ったものが､地方自治体諸機関はもとより教
育の各分野や諸生産企業とその流通機関､各
種データベース等がこれに参画し､様々な分
野での多様な活用が可能となり､急速に身近
な存在となってきているoこの中には当然､
出版関係や図書館なども含まれている｡
私立短期大学図書館協会でも､それぞれの
図書館の蔵書の検索や資料の提供 ･利用､
Internet-の接続等を模索するための情報交
換が盛んに行なわれている｡Internetへの接
続は個人のレベルにまで広がりを見せており､
パソコンは､もはや 1台の閉じられた世界の
ものではなくなりつつある｡
この様な動きにともない､本学内のネット
ワーク化についても論議されるようになった｡
図書館も､社会に対し開かれたものになって
いくことが課題となってきた考えられる｡
一方､本学の実情をみてみると､規模の拡
大にともない図書館の仕事量は増加 ･複雑化
し､抜本的改革の必要性が認められる｡この
点､図書館業務の多くは定型的でコンピュー
タ処理にむいている点が多く､OA化によっ
て効率をあげることができると考えられる｡
本学図書委月会では､平成5年度より当時
の図書館長の山岸亘教授によって始められた
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図書館のOA化の流れを受け継ぎ､さらに環
境を整える方策と内容を考え推進してきたが､
ここでは､その経過 と現状について述べる｡
2.他大学の図書館の現状
全国の短期大学図書館のコンピュータの利
用状況は､下記のとおりである02
(調査に回答した短大 301 無回答 190)
使用している 217校(72.1%)
使用を予定 52校(17.3%)
使用したい 37校(12.3%)
使用を考えていない 7校(2.3%)
この中で､｢使用を考えていない｣と答えた
主な理由
1. 小規模な短大図書館であり現状のま
まで特に支障はない
2.現状での導入は不可能
3. 学園にその方針がない
4. 将来構想とともに考えたい
外部データベースの利用
利用している 125校(41.5%)
利用していない 176校(58.5%)
利用しているデ-タベース名
NAC SISJR(学術情報セン ター )
日経テレコン
DIALOG
国文学研究資料
NACSIS-CAT
日外アシスト
G-Search
国立教育学研究所
NIFTY-Serve 8校
その他 (各l棟)
STNJnternational､国立民族学博物
館､JICST､OCLC､UTLAS､
WINET､MEDLINE､KL-NET､
KINO-DIAL､歴史民族学博物館､
BIOSOS､DIALINE､法律判例情報
使用しているコンピュータ
汎用機 ･オフコン 82校
ワークステーション 14校
パソコン 114校
これ等の情報からも図書館のOA化やデー
タベース利用は､大きな流れとして定着した
と判断してよいように思われる｡長野県内の
各短期大学図書館のOA化も､このような流
れと一致している｡長野県図書館協会短期大
学部からの情報では､県内各短大図書館をネ
ットワーク化するための情報交換をしている
こと､これによって各短大のOA化が急速に
充実しつつあるとのことである｡小規模の短
期大学が､膨大な図書資料を個々に収集する
よりも､得意分野を中心に少しずつ分担しあ
い情報を分かちあう方が､それぞれの負担を
軽くするのではないだろうか｡
3.本学図書館のOA化の動向
111校
42校 現在､本学図書館は2名の図書館職員と3
25校 名の教月による図書委員によって管理運営さ
14校 れているが､この枠組みの中で現在の図書館
13校 が抱えている諸問題の抜本的な解決と全国的
8校 な流れに遅れないような運営をEAるためにも､
8校 さらにOA化 ･ネットワーク化を図る必要が
8校 ある｡
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これにより､およそ以下のような点の改善
が図れると考えた｡
(1) 基本 ･書名 ･著者カー ド､図書台帳の印
刷
(2) 貸出し図書の手続きや管理の効率化
(3) 学科増によって増えた購入図書の登録作
業､蔵書点検の効率化
(4) 創立時からの研究費図書の管理
(5)MMLC運用開始による視聴覚資料の管
理運営の円滑化
(6) 視覚障害者へのリファレンスの対応
つぎに､本学におけるこれまでのOA化の
流れをまとめておきたい｡
平成 5年度(1993)
(1) 平成5年度購入図書からデータベース化
を開始する(山岸先生私有のパソコンを使
用)
(2)図書台帳および基本 ･書名 ･著者の各カ
ー ドの印刷用アプリケーションを作成3
(3) 各教員の個人研究費購入図書の報告に従
来の定型書式の報告書とともに表計算ソフ
トのフォーマットによる提出ができるよう
になった｡これによって､
･各教員の在職中の本の所在の明確化
･在職中も含めて､返却時の図書館へ
の登録作業の効率化
が図れるOただし､全データは会計で管
理され､図書館にはその一部しかないた
め､現在は､図書館での完全な掌握はな
されていない｡
(4) 平成 5年度以前の図書についてもデータ
ベース化
ただし､公的にOA化について検討さ
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れる段階にいたっておらず､司書の個
人的な作業として､その断片が残され
ている状態であった｡
平成 6年度(1994)
(1) 図書館にパソコン1台を導入
(PC-9821As)
プ リンタはコンピュータ委員会から借用
(2) 図書館の日常業務用を作成､コンピュー
タ上での作業を正式に開始
(3) 平成 6年度購入図書のデータベース化
(Eq書館司書による)
(4)平成 4年度購入図書のデータベース化
(学生会図書委月による)
(5)研究費図書のデータベース化(図書館管
理となった分)
(6) 研究費図書のデ-タベース化(現職の各
教員別)
(7) 研究費図書の報告形式の拡大と報告方法
の明確化
(8)∫-BISC,N-BISC(CD-ROM)購入を検
討
(9) 図書館の情報処理計画の必要性について
図書委員会で討議
平成 7年度(1995)
(1) 平成 7年度購入図書のデータベース化
(2)図書館電算化検討委員会発足し､構想の
具体化を検討
(3) 2台目のパソコン導入(Gateway2000)､
2台を簡易LANで接続
(4) 図書館の日常業務用ソフトを改良
(5)過去に入力され分散している図書台帳デ
ータベースの集約 ･補追
(6) 平成 2･3('90'91)年度図書台帳のデー
タベース化 (学生の手による)
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(7)∫-BISC導入(N-BISCは平成 8年度の
予定)
(8) 点訳ボランティアについて､その実現の
可能性を調査 (調査結果は清泉祭において､
学生図書委員による点訳体験ブース開設と
なった)
4.情報処理システム推進計画
OA化のためには､-- ドウェアとソフト
ウェア､すなわち､導入する機器とそのシス
テム化､および､図書館管理のソフトウェア
と蔵書のデータベース化､の両面を車の両輪
のように平行して推進する必要がある｡とか
く機器のみに目を奪われがちであるが､それ
にともなうだけの中身がなければシステムは
稼働できない｡
(1) -ー ドウェア
図1の完成想定図は､学内LANを視野に
入れたものになっている｡
しかし､現在の図書館の業務内容は､学内
LANの完成を待っていられるものではなく､
図書館だけで早急にシステムを稼働させなく
てはならない｡また､別棟のMMLCとのネッ
トワーク化も可能な限り早期に具体化させる
ことが必要である｡
ただし､-- ドウェアを最終的にどのよう
な形に構築をするかは､オペレーティング･
システム(OS)の仕様に大きな変化が見られ
る現在､その状況をよく見きわめ､最終段階
で適切と思われるものにすることが望ましい｡
以下に-ー ドウェアの仕様構想をあげる｡
･ワークステーションまたは-イクラスパ
ソコン
図書館ホス トとしてNetWare,Win-
dowsNTまたは､UNIXによる学内
LANを構築Internetとの接続運用を
目指す｡
図書館管理アプリケーションは､使用
するOSによって最終的に決定する｡
･図書館内の検索用端末および業務用
平成6･7年度購入のパソコンを加え
最低限5台､これ等を館内でLAN接
続
･携帯端末を10台程度
蔵書点検に使用
･貸出し業務のためのバーコー ド化と､ こ
れにともない学生証のカー ド化
(2) ソフトウェア
これからの新規購入図書はもちろん､蔵書
の全てをデータベース化することが先決であ
る｡特に宗教関係書は外部からのリファレン
スに応えうる蔵書が多数あり､最も速やかに
データベース化する必要がある｡データベー
スがなければ､どのような-- ドウェアを構
築しても図書館業務の推進は不可能である｡
データ入力については以下のようなや り方
が考えられる｡また､これ等は平行に実施さ
れていくことが必要であろう｡
蔵書のデータベース化は､予算化の目途に
もよるが､現在の蔵書数(50,000冊)と今後の
増加の見通し(2,000冊強/午)からみて時間が
かかり最も急がれる部分であるo
(丑外部業者に依託
図書台帳に基づいてデータを入力して
も:)/,
②図書館に入力専門要員を確保する
図書の選別 (廃棄等)と図書台帳､基
本 ･著者 ･書名の各カー ドとの照合
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Intemet
年次 ソフトウエア -- ドウエア
1 J-BⅠSC,N-BⅠSC購入入力専門要員確保 ノヾソコン
図書のデータベース化 (業者依託)〟 (入力専門要員 1台購入(学内でのデータ入力に使用)
2 入力専門要員確保図書のデータベース化 (業者依託)〟 (入力専門要員 ノヾソコン1台購入 (学内でのデータ入力に使用)プリンタ1台購入
3 図書のデ-タベース化(業者依託)〟 (入力専門要員)バーコー ド導入情報検索の試験的開始 視覚障害者用英文読上げ機
4 図書館業務システム構築運用習熟期間UNⅠⅩ導入ならネットワーク管理者の確保 (MMLCと関連 ?) ワークステーション購入 ?ネットワーク導入点字プリンタ購
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外部業者の作成したデータベースの欠
落事項の補足
データベースと蔵書との照合
雑誌等のバックナンバーの製本と登録
図書台帳に基づいてデータを入力 (外
部業者と同じ仕事を補足的に行なう)
③学生ボランティア
図書台帳に基づいてデータを入力して
もらう
以上に述べた計画を推進するとすれば､-
- ドウェアの構築の見通しがたつまで図書館
管理の7701)ケ-ションに何を使うかを決め
られない｡しかし､データの入力作業を--
ドウェアの構築が決まるまで待って始めるの
では遅さに失する｡ここでは､平成5年度よ
り始められたdBASEIVによるデータベー
ス化を推進し､管理ソフトウェアが決定した
時点で､一気にファイル転換させる方法をと
ることにした｡
以上から､5年目にとりあえずの運用が始
められるような計画を立案した｡(表 1)
5.計画推進の問題点
図書館運営のOA化は図書館内にとどまら
ず､学内のネットワーク化にも大きく関係し
ている｡学内LAN敷設への提言の意味も含
めて､羅列的ではあるが関連事項と問題点を
列挙しておきたい｡
(1) システム構築の予算の確保
(2) 施設運用の費用の確保
(3)Internet接続のための専用線の引き込み､
または､ISDNへの加入
(4)Internet加入手続き
(5) ネットワーク管理者の確保
(6)学内LANのための光ファイバーの敷設
(7) 各研究室-のパソコン導入とLAN接続
(8)学生証のカー ド化 (教務､学生各部と関
連)
(9) 図書管理アプリケーションの選定
6.蔵書管理システム
現在運用に使用しているdBASEIV(Ⅴ)
は､世界的にみても､最も普及しているソフ
トウェアのひとつであろう｡4･5しかし､仕事
でこの多機能なソフトウェアをコマンドライ
ンから自由に使いこなすには､図書館職員が
毎日の忙しい仕事をしながら､コンピュータ
について基礎知識から学ばなければならず､
現実的とは言いがたい｡平成5年度に制作さ
れたアプリケーションは､使用する職員がこ
の基礎知識を自然に持てるよう考慮されてい
るようだが､これから必ずあるであろう図書
館職員の人事交代に際しては､常にコンピュ
ータに精通しうる人材が得られるとは限らず､
誰でもが簡単に覚え操作できる､コマンドラ
インを見ることのないアプリケーションを開
発することが必要であろう｡
以上から､平成6年度には､これまでのプ
ログラムを統合しアプリケーションとしての
最低限の機能を付け加え､メニュから選択す
ることができるようにした｡
平成7年度には､2台目のパソコンが購入
され環境が大きく変わった｡
2台が簡易LANで結ばれ､同時に大容量
の-- ドディスク､バックアップ用の光磁気
ディスク､J-BISCCD-ROM も導入された｡
また､アプリケーションはWindows3.1のう
えで稼働している｡これにより､これまでの
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フロッピディスク中心の対応では済まなくな
った｡
また､カ- ドを連続紙に変更したのを機に､
インクジェット･プリンタも購入された｡こ
れまでの ドット･インパクト型は､静かな図
書館の環境に悪影響を与えていた｡
現在は､この-- ドウェアの変更に対応し
て､平成6年度のものに修正を加え､∫-BISC
(国会図書館マーク)のデータを取り込む機
能も追加して稼働させている｡しかし､何分
にも忙しい公務の合間の制作であるため対応
(1)アプリケーションの構成
?
?
?
?
?ュ
?
?
1.台帳管理メ二ュ
2.印刷メニュ
3.ファイル操作メ二ュ
4.検索メニュ(未完)
5.環境設定メニュ
6.終 了
?
?
1
2
3
4
5
6
1
2
3
4
5
6
1
2
3
4
5
6
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が大幅に遅れ､とりあえず動作するだけにし
かなっていないことを承知いただきたい｡こ
れまでに､2000冊近い処理をした結果では､
データの構造に予想外のものが含まれていた
ため､氏名の判別を厳密に行なう等､修正の
必要を確認したが､現段階では手をつけてい
ない｡
また､1･2年の内に､頻繁な検索や貸出
しも含める段階になり､INDEXファイル､学
生名簿ファイル等との)レーションを考えて
いかなくてほならなくなるだろう｡
新規登録(新規制作)
修 正(新規制作)
カー ド確認 基本(山岸制作)
カー ド確認 著者(山岸制作)
カー ド確認 書名(山岸制作)
終 了
基本カード(山岸制作)
著者カ-ド(山岸制作)
書名カード(山岸制作)
図書台帳 (山岸制作)
研究図書明細書(新規制作)
終 了
ファイルのコピー(新規制作)
JBISCFILE読込(新規制作)
新ファイルの作成(新規制作)
フロッどの初期化(新規制作)
シ ス テ ム(新規制作)
終 了
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(2) メインメニュ
dBASEIVには便利なコマンドや関数が
豊富に準備されている｡これ等は､あらかじ
め用意されているコントロール ･センター
(assist)のアプリケーション･ジェネレータ
やテキスト･エディタでのアプリケーション
開発に利用される｡マウスを使った操作性の
よいものが､容易に制作できる環境が設定さ
れている｡
しかし､平成5年度に開発されたアプリケ
ーションが､MS-DOSを学ぶことをも目指
していたためか､マウス関係のコマンドを利
用するようにできていなかった｡今回のアプ
リケーション統合にあたっては､図書台帳の
テキスト･データの入力との関連からみて､
マウスの使用はなるべ く少なくする方がよい
のではないか､との判断から､メニュ選択も
キー入力でおこなうことにした｡
プログラム1としてメインメニュのプログ
ラムを示す｡内容はソースを読めばわかる簡
単なものなので､特に説明はしない｡その下
のサブメニュもアルゴリズムはメインメニュ
とまった(同じである｡
(3)∫-BISCファイル読み込み
図書管理を目的にした専門アプリケーショ
ンには､∫-BISCCD-ROM を直接検索し､デ
ータを取り込む機能が備っているものもある
が､dBASEIVでは､J-BISCCD-ROM を
直接操作できるアプリケーションを開発しな
くてほならないが､これは､現状では不可能
である｡今回は､J-BISCCD-ROM とともに
頒布されている検索ソフトによってダウンロ
ー ドされたテキスト･ファイルから､dBASE
IVの文字列関数を使って必要な項目のみを
取り込むことにした｡
ダウンロー ド･ファイルは表 2･3のよう
に､各項目が 3桁の数字の識別-ッデの後に
ついた文字列で表され､空行をひとつ入れる
ことで1冊の区切りとしているo必要のない
項目は省略されることがあり､文字列の行数
は図書によって一定していない｡
必要とする項目は全て備っているが､以下
のように両者のデータベースの構造や入力内
容が異なるため､そのすり合わせが必要であ
る｡
①本学のデータベースの各項目の字数に大き
な制約があり､カタカナや数字は全て半角
で入力しているので､半角変換が必要
②書名列で著者1･2それぞれが複数の場合､
著者読みとの記載の関連づけが複雑
③ダウンロー ド･ファイルには外国人の著者
読みのカタカナ名が無いため､書名文字列
の著者名のカタカナを流用する必要がある
さらに､dBASEIVの問題として､
④文字列操作関数がブラックボックス化され
ているため､きめ細かな操作をする場合に
は､いちいちデバッガを使用してどのよう
な結果が返されるかを確認しなければなら
ず手間がかかる
結果は､プログラミングの不慣れもありア
プリケーションが複雑化してしまい動作速度
もかなり低いものになってしまったO今後､
アルゴリズムの最適化を痛感している｡
プログラム2としてデータ取り込みのメイ
ンループを示すDアルゴリズムとしては､文
字列を1行読み込んでは-ッダによる識別と
半角変換､さらに必要な項目を取り出して変
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表2 ファイル構造
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ヘ ッダ 記 載 事 項 ヘ ッダ 記 載 事 項
001 国会図書館の登録番号 350 執筆者の代表者名､限定版等
010 ⅠSBN 360 受入れ価格
020 和洋別登録番号 377 内容概略､写真 .年表等の付随頁
100 受入れ年月日と和洋別 551 書名読み
101 和訳と原書言語 658 検索用キーワー ド
251 書名､主題､巻､著者名､編著等 677 分類記号(NDC)
270 出版地､出版社､出版年 685 分類記号(NDLC)
275 頁数､大きさ 751 著者読み
表3 ダウンロー ド･ファイルの実例6
00189023977
010SA4-480-85477-0
020SAJPSB89023977
100SA198905111989 JPN 1312
101SAJPNSCENG
251SAアキノ大統領誕生SBフィリピン革命はこうして成功したSFルイス･サイモンズ "著SF
鈴木康雄 Il訳
270SA東京SB筑摩書房SD1989.1
275SA360pSB20cm
354番AWorthdyingfor.lfの翻訳
360SB1900円
551SAアキノ タイトウリョウ タンジョウSXAkinodait6ry6tanzy6SB251
658SAフィリピン Iセイジ lレキンSXHiripinISeizilRekisiSBフィリピン 日政治 I‡歴史
677SA312.248
685SAGE514
751SASimons,LewisM.SX≪Simons,LewisM.≫SAス ズ キ,ヤ ス オ(1939生)SXSuzuki,
Yasuo(1939生)SB鈴木 Il康雄(1939生)
905SAGE514-E7
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数メモリに溜め､1冊分のデータが全てが揃
ったところで図書台帳ファイルに追加書き込
みしていくという動作をダウンロー ド･ファ
イルの最後まで繰り返す､というものである｡
プログラム3と4に書名､著者読みのデー
タ取り込みのサブルーティンを示す｡②と③
の問題点がここに集約されている｡
文字列中の必要項 目の識別記号(SA,SB
等)に対して､文字列操作関数のAT(),RAT
()(文字の位置を知る関数)が 1文字しか扱
えないため､項目中の不必要な記号([]())の
削除や別の字に変換する必要のある字(など
一等､ほか-他)の例外処理等､複雑な操作に
は使いにくく､結局､文字列全体を1文字ず
つチェックすることにしたために､全体が重
くなってしまった｡もっと合理的なやり方が
あるかも知れないが､時間に迫られていたた
めにやむをえずこの方法で組み上げた｡今後､
折をみて改良を試みたいO
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プログラム 1
～+*+**+++++**+*+++++++++*****++***++
** 清泉女学院短期大学図書館 **
事事 図書管理システム …
** Ver.2.00 …
** fordBASEIV2.OJ 料
** No.1MNU2.PRG 88** **
** CodedbyNagasEdition **
** startfrom 1995/03/31 **
桝 lastmodify1995/05/10 8*
++++*+*+***+++**++*+***++++++***++++
■
**++* メイ ンメニ ユ
SETTALKOFF
SETDATEJAPAN
SETDEVICETOSCREEN
USE
DOr正NSU2
STORE.T.TOMZZ
DOWHILEMZZ
CLEAR
@ 0,1TO2,78DOUBLECOLORW
@ 0,1FILLTO2,78COLORG
㊧1,3SAY…清泉女学院短期大学…COLOR
? ? ??? ? ?? ? ??? ? ????
?
???? ??? ? ????? ? ー ? ? ? ? ? ? ? ? ?
???
?
?
?
?
??
?
?
? ? 〉 ??
"図書管理システム"COLORGB
"Ver.2.00byNagasEdition
16,45DOUBLECOLORRG
"1.台 帳 管 理…
M2.印 刷…
"3.7
=4.
"5.
"9.
??
?
??
?
??
?
?
?
ァ
?
?
㊥18,8SAY"仕事を選んでください‥.…GET
KEYPICTURE"‡r
READ
IF((VAL(KEY)<1).OR.(VAL(KEY)>9)).AND.
((VAL(KEY)>6).AND.(VAL(KEY)<9))
L(X)P
ENDIF
DOCASE
CASEKEY="lM
mI正NMNU2
CASEKEY="2…
DODAITYO2
CASEKEY="3"
IX)FAIRU2
CASEKEY='4"
IX)KENSAKU2
CASEKEY=M5"
DOCHGENV2
CASEKEY="9"
【氾FINE
ENDCASE
ENDDO
SETTALKON
RETURN
L一一終了処理
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PR(℃EDUREFINE
STORE"Y"TOKEY
㊨18,8SAYM本当に終了してもいいですか ?
(Y/N)…GETKEY
READ
IFKEY="N".OR.KEY="n".OR.KEY="i"
RETURN
ENDIF
STORE"N…TOKEY
㊨19,8SAY'dBASEで他の仕事をしますか ?
(Y/N)〟GETKEY
READ
IFKEY="N".OR.KEY='n".OR.KEY-"!'
CLEARALL
CLEAR
USE
QUIT
ELSE
CLEAR
USE
??CHR(27)+"[>11'
@10,15SAYMdBASEに制御が戻りました...
@12,15SAY"dBASEを終了するには QUIT
STORE.F.TOMZZ
ENDIF
RETURN
～--ENDOFMNU2.PRG-I-
プログラム 2
++*++++++*++****++***+*****++**++***+**+++
*+ ++
** JBISCの D-LoadFileの中から **
*事 必要項目を各フィールドへ取り込む 榊
** Ver2.00 **
++ fordBASEIV2.OJ **
++ No.2-3JBCONV2.PRG ++
++ ++
** CodedbyNAGASEdition **
** Startfrom :1995/10/09 **
** LastModify:1995/10/22 ***事 **
******************************************
**
SMD=M"
DECLAREKDT[27]
α)JBFIL2
USEDRY+FNAME
BTM-RECCOUNT()
FH-FOPEN(JBPATl+JBNAME)*
㊧18,4SAY"しばらくお待ちください‥.
COLOR*R
∞WHILE.NOT.FEOF(FH)
K=1
DOWHILEK<=27
KDTlK]="I
K=K+1
ENDDO
JFG=l
DOWHILEJFG=1
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JBDT-FGETS(FH,254,CHR(13)+C肥(10))
IFLEN(JBDT)-0
JFG=O
ENDIFⅨ)CASE
CASELEFT(JBDT,3)-M905"
Ⅳ-FSEEK(FH,2,1)
JFG=O
CASEl月FT(JBDT,3)-'251"&&書名
JBDT-WTOB(JBDT)
DOJBCHO2
CASELEFT(JBDT,3)-"291日&&副書名
JBDT-WrOB(JBDT)
KDTl8]-SUBSTR(JBDT,6)
CASELE打 (JBDT,3)-川270"&&出版年者
JBDT-WrOB(JBDT)
Ⅸ)JBSYA2
CASELEFT(JBDT,3)-=275" &&SizePage
DOJBSIZ2
CASELEFT(JBDT,3)-"280"&&シリーズ
JBDT=肌､OB(JBDT)
IX)JBSER2
CASELEFT(JBDT,3)≡"551日&&書名読み
DOJBSYY2
CASELEFT(JBDT,3)-…751…&&著者読み
DOJBCrTY2
CASELEFT(JBDT,3)≡"580日 &&Series読
DOJBSRY2
CASELEFT(JBDT,3)-…677"&&分類記号
KDTl18]-SUBSTR(JBDT,6)
CASELEFT(JBDT,3)-…010=&&iSBN
KDTl26]-SUBSTR(JBDT,6)
ENIX:ASE
ENDDO
KDT[3]=1
APPENDFROMARAYKDT
ENDDO
FP=FCLOSE(FH)
GOBTM+1
SETFORMATTODRV+FNAME
EDIT
USE
*一一一一一EndofJBCONV2.PRGH--
プログラム 3
+++++++JI++++++++++++++++++++++++++++++++++
**
** JBISCの D-LoadFileの中から
** 書名 ･巻 ･主題 ･著者名 ･編著
*書 を取り込む
** Ver2.00
** fordBASEIV2.OJ
** No.2-4 JBCHO2.PRG
+*
** CodedbyNAGASEdition
** Start: 1995/10/09
** LastModify:1995/10/22
**
NNl=…"
NN2='‥'
NNl｣="'
NNl_2-"…
NN2｣="'
NN2_2=""
SETKANJISTRON
&&一一一著者 1
MN=l
MM-CLEN(JBDT)-1
DOWHILEMN=l
IFSUBSTR(JBDT,MM,2)-"SF"
NNl-RIGHT(JBDT,CLEN(JBDT)-MMll)
NN=NN+10
JBDT-LEFT(JBDT,MMl1)
MN=O
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=5
MN=O
ENDIF
ENDDO
&&一一一著者2がいたら
MN=l
MM-CLEN(JBDT)I1
DOWHILEMN=1
IFSu3STR(JBDT,MM,2)-"SF"
NN2=NNI
NNl-RIGHT(JBDT,CLEN(JBDT)-MM-1)
NN=NN+1
JBDT-tEFr(JBDT,MM-1)
MN=O
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=5
MN=O
ENDIF
ENDDO
&&一一一著者 1は2人?
IFLEN(NNl)<>O
MN=1
MM=CLEN(NNl)
PS=0
Ⅸ)WHILEMN=l
IFSUBSTR(NNl,MM,1)=""
PS=MM
ENDIF
IF(SUBSTR(NNl,MM,1)=",").OR.
'' (SUBSTR(NNl,MM,1)-,")
++ NN=NN+10
'' NNl11-LEFT(NNl,MMll)
桝 NNl_2-SUBSTR(NNl,MM+1,PS-MM-1)
… MN=0
+* ENDIF
** MM_-MM-1
** IFMM=1
榊 MN=0
+* ENDIF
** ENDDO
*叫 ******************************事事******* ENDIF
** &&一一一著者2は2人?
sMD="" IFLEN(NN2)<>O
NN=O MN=1
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MM=CLEN(NN2)
PS=O
DOWHILEMN=1
IFSUBSTR(NN2,MM,1)=""
PS=MM
ENDIF
IF(SUBSTR(NN2,MM,1)=",").OR.
(SUBSTR(NN2,MM,1)-… ')
NN=NN+1
NN2_1-LEFT(NN2,MM-1)
NN22=SUBSTR(NN2,MM+1,PSIMM-1)
MN=百
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=l
MN=O
ENDIF
ENDDO
ENDIF
&&---KDT[5][6]編著等
IFLEN(NNl)<>O
Mhl=1
MM=CLEN(NNl)
DOWHILEMN:1
IF(SUBSTR(NNl,MM,1)='[").OR.
(SUBSTR(NNl,MM,1)=…] ")
NNl=STUFF(NNl,MM,1,"')
ENDIF
IFSUBSTR(NNl,MM,2)-…ほか…
NNl=STUFF(NNl,MM,2,"他…)
ENDIF
IFSUBSTR(NNl,MM,2)-…など"
NNl-STUFF(NNl,MM,2,'S")
ENDIF
IFSUBSTR(NNl,MM,I)-"lI
KI)Tl5]-""+RIGHT(NNl,CLEN(NNl)-MM)
NNl-LEFT(NNl,MMI1)
MN:0
ENDIF
MM=MMl1
IFMM=O
MN=O
ENDIF
ENDDO
ENDIF
IFLEN(NN2)<>O
MN=l
MM=CLEN(NN2)
DOWHILEMN=1
IF(SL旧STR(NN2,MM,1)=H[").OR,
(SUBSTR(NN2,MM,1)-"]")
NN2-STUFF(NN2,帆 1,"…)
ENDIF
IFSL旧STR(NN2,MM,2)=…ほか"
NN2-STUFF(NN2,MM,2,"他")
MM=MMl1
ENDIF
IFSUBSTR(NN2,MM,2)="など"
NN2-STUFF(NN2,MM,2,"S")
MM=MMI1
ENDIF
IFSUBSTR(NN2,MM,1)-"lI
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KDTl6]-""+RIGHT(NN2,CLEN(NN2)-MM)
NN2-LEFT(NN2,MMll)
MN-0
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=O
MN=O
ENDIF
ENDDO
ENDIF
&&一一一シリーズナンバー
MN=1
MM=CLEN(JBDTト1
DOWHILEMN=1
IFSUBSTR(JBDT,MM,2)-"SD'.
SMD-RIGHT(JBDT,CLEN(JBDT)-MMI1)
JBDT-LEFT(JBDT,MMI1)
MN=O
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=5
MN=O
ENDIF
ENDDO
&&一一一副書名
MN=l
MM=CLEN(JBDTト1
α)WHILEMN=1
IFSUBSTIuJBDT,MM,2)='.SB"
SMD-RIGHT(JBDT,CLEN(JBDTトMM-1)+""+SMD
JBDT-LEFT(JBDT,MM-1)
MN=O
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=5
MN=O
ENDIF
ENDDO
&&-- fB
KDTl7]-SUBSTR(JBDT,6)
IFLEN(SMD)<>O
KDTl7]=KDTl7]+""+SMD
ENDIF
SETKANJISTROFF
*一一一一一ENDOFJBCHO2.PRG一一一一一
******************************************
** **
** JBISCの D-LoadFileの中から **
** 著者読みを取り込む **
** Ver2.00 8*
++ fordBASEIV 2.OJ **
桝 No.215 JBCHY2.PRG 榊** **
** CodedbyNAGASEdition **
桝 Start : 1995/10/09 榊
** LastModify:1995/10/22 **** **
***++++*++++*+**++++++***+++*****+******+～
**
MAXNIN=4 &&<- 検索最大人数
DECLARECK[MAXNIN] &&-一漢字著者名
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DECLAREYOMIlMAXNIN] &&--1カタ柑著者名
DECLARENMA[MAXNIN] &&-一一バッファ
P‡=O
D‡=l
DOWHILEDX<=MAXNIN
CK[D‡]≡""
YOMⅠ[D‡]-""
NMAlDX]="'
D‡=D‡+1
ENDDO
NIN=O
MNM=1
*一一一各著者の文字列を取出す
SETKANJISTRON
DOWHILENIN<=MAXNIN
IFMNM=O
E‡IT
ENDIF
けⅧJl
MM=CLEN(JBDT)
DOWHILEMN=l
IFSUBSTR(JBDT,MM,2)-"SA"
IFNIN=1
NMAl2]-NMAll]
ENDIF
IFNIN=2
NMAl3]-NMAl2]
NMA[2]-NMA[1]
ENDIF
IFNIN=3
NMAl4]-NMAl3]
NMA[3]-NMA[2]
NMA[2]-NMA[1]
ENDIF
NMAl1]-StJBSTR(JBDT,MM+2)
JBDT=LEFT(JBDT,MM-1)
NIN=NIN+1
Ⅶヾ=O
ENDIF
MM=MM-I
IFMM=1
Ⅶヾ=O
MNM=O
ENDIF
ENDDO
ENDDO
L-1各著者の､漢字 ･カタカナ名を切分ける
K=l
DOWHILEK<=NIN
MM=CLEN(NMAlK])
MiN=l
DOWHILEMN=1
IFSUBSTR(NMAlK],MM,2)-"SB"
CKlK]-RIGHT(NMAlK],CLEN(NMAlK])-MM-1)
ENDIF
IFSUBSTR(NMA[K],MM,2)-"Sr
YOMI[K]-LEFT(NNA[K],MMll)
MN=O
ENt)IF
MM=MM-1
IFMM=5
MN=O
ENDIF
ENDDO
K=K+1
ENDDO
*一一一不必要な文字を取去る
K=l
DOWHILEK<=NIN
MM-CLEN(CKlK])
IFMM=O
K=K+1
ELSE
MN=1
Ⅸ)WHILEMN=1
IFSUBSTR(CKlK],MM,1)-'('
CK[K]-LEFT(CK[K],MM-1)
MM=MMI1
ENDIF
IFSUBSTR(CKlK],MM,1)="I
CK[K]-STUFF(CK[K],MM,1,"")
MN=O
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=O
MN=O
ENDIF
ENDⅨ)
K=K+1
ENDIF
ENDDO
K=1
DOWHILEK<=NIN
MN=l
MM=CLEN(YOMI[K])
DOWHILEMN-1
IFSUBSTR(YOMIlK],MM,1)="("
YOMIlK]-LEFT(YOMIlK],MMll)
ENDIF
MM=MM-1
IFMM=O
MN=O
ENDIF
ENDDO
K=K+1
ENDDO
*
*一著者 1,著者2の確定
+-名前の読みがアルファベットなら書名列の著
者名をとり､*-そうでないなら､読みの漢字部
分を著者名とする
■
'-- (%%1･･1 %%2日0)
IFNN=10
IFLEN(CK[1])く>O
KDTl5]-CKll]+KDTl5]
ELSE
KDTl5]-NNl+KDTl5]
ENDIF
ENDIF
～-- (%%1･･1 %%2日1)
IFNN=11
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl5]-CKll]+KDTl5]
ELSE
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KDTl5]=NNl+KDTl5]
ENDIF
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl6]-CKl2]+KI)Tl6]
ELSE
KDTl6]-NN2+KDTl6]
ENDIF
ENDIF
LM (著者1-1 著者2-2)
IFNN=12
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl5]-CKll]+KDTl5]
ELSE
KDTl5]=NNl+KDTl5]
ENDIF
IFLEN(CK[3])<>O
KDTl6]-CKl3]+KDTl6]
ELSE
KDTl6]-NN2_2+KDTl6]
ENDIF
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl6]=CKl2]+"r+KDTl6]
EI5E
KDTl6]-NN2J+"/"+KDTl6]
ENDIF
ENDIF
～--(%%1･･2 %%2･･0)
IFNN=20
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl5]-CKl2]+KDTl5]
ELSE
KDTl5]-NNl_2+KDTl5]
ENDIF
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl5]-CKll]+"/"+KDTl5]
E工5E
KDTl5]-NNl_1+"/"+KDTl5]
ENDIF
ENDIF
+--(%%1･･2 %%2日1)
IFNN=21
IFLEN(CK[2])<>O
KDT[5]=CK[2]+KDT[5]
ELSE
KDTl5]-NNl_2+KDTl5]
ENDIF
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl5]=CKll]+'/"+KDTl5]
ELSE
KDTl5]-NNlll+"/"+KDTl5]
ENDIF
IFLEN(CK[3])<>O
KDTl6]-CKl6]+KDTl6]
ELSE
KDTl6]-NN2+KDTl6]
ENDIF
ENDIF
*一一一(著者1-2 著者2-2)
IFNN=22
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl5]-CKl2]+KI)Tl5]
ELSE
KDTl5]=NNl_2+KDTl5]
ENDIF
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl5]-CKll]+"/"+KDTl5]
ELSE
KDTl5]-NNl｣+'/"+KDTl5]
ENDIF
IFLEN(CK[4])<>O
KDTl6]-CKl4]+KDTl6]
ELSE
KDTl6]=NN2_2+KDTl6]
ENDIF
IFLEN(CK[3])<>O
KDTl6]=CKl3]+"/'+KDTl6]
ELSE
KDTl6]-NN2_1+"/I.+KDTl6]
ENDIF
ENDIF
*一一一読 み
IFNN=10
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl24]=YOMIll]
ELSE
NAME=NN1
DOEXCHGNM
KDT[24]=NAME+"("+YOMI[1]+")"
ENDIF
ENDIF
IFNN=11
IFLEN(CK[1])<>O
KDT[24]=YOMI[1]
ELSE
NAME=NN1
DOEXCHGNM
KDTl24]=NAME+"("+YOMIll]+")"
ENDIF
IFLEN(CK[2])<>O
KDT[25]-YOMI[2]
ELSE
NAME=NN2
DOEXCHGNM
KI)T[25]-NA肥+"("+YOMI[2]+")〟
ENDIF
ENDIF
IFNN=12
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl24]=YOMIll]
ELSE
NAⅦ;=NNI
DOEXCHGNM
KDTl24]-NAME+"("+Yowlll]+")"
ENDIF
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl25]=YOMIl2]
ELSE
NA肥=NN2-1
DOEXCHGNM
KDTl25]=NAME
ENDIF
IFLEN(CK[3])<>O
KDTl25]-KDTl25]+"r+YOMIl3]
ELSE
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NA肥=NN2_2
Ⅸ)E‡CHGNM
KDTl25]-KDTl25]+"/"+NAME
ENDIF
ENDIF
IFNN=20
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl24]-YOMIll]
ELSE
NAME=NNli
DOEXCHGNM
KDTl24]-NAME
ENDIF
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl24]-KDTl24]+"r+YOMIl2]
ELSE
NA肥=NNL2
DOEXCHGNM
KDTl24]-KDTl24]+"r+NAME
ENDIF
ENDIF
IFNN=21
IFLEN(CK[1])<>O
KI)Tl24]=YOMIll]
ELSE
NAME=NN1_2
DOEXCHGNM
KDT[24]=NAME
ENDIF
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl24]-KDTl24]+"/"+YOMIl2]
EI.SE
NAME=NNl_1
Ⅸ)E‡CHGNM
KDTl24]=KDTl24]+"r+NAME
ENDIF
IFLEN(CK[3])く>O
KDTl25]=YOMIl3]
ELSE
NA肥=NN2_2
DOEXCHGNM
KDTl25]=NAME+"('+YOMIl3]+")"
ENDIF
ENDIF
IFNN=22
IFLEN(CK[2])<>O
KDTl24]-YOMIl2]
ELSE
NAME=NN12
DOEXCHGNM
KDTl24]-NAME
ENDIF
IFLEN(CK[1])<>O
KDTl24]-YOMIl1]+"r+KDTl24]
ELSE
NAME=NNl1
DOEXCHGNM
KI)Tl24]-NAME+"/"+KDTl24]
ENDIF
IFLEN(CK[4])<>0
KDTl25]-YOMIl4]
ELSE
NAME=NN2_2
DOE‡CHGNM
KDTl25]-NAME
ENDIF
IFLEN(CK[3])<>O
KDTl25]=YOMIl3]+"/'+KDTl25]
ELSE
NAME=NN2_1
【氾 E‡CHGNM
KDTl25]=NAME+'/"+KDTl25]
ENDIF
ENDIF
SETKANJISTROFF
RETURN
*--I-ENDOFJBCrTY2.PRG**
*-H Exchangelst良2ndName
PROCEDUREEXCHGNM
MN=1
LNG=CLEN(NAME)-1
DOWHILEMN=l
IF(SUBSTR(NAME,LNG,1)-"･').OR.
(SUBSTR(NAME,LNG,1)="･")
NMl-SUBSTR(NAME,LNG+1)
NM2=LEFr(NAME,LNG-1)
NAME=NMl+',"+NM2
MN=O
ENDIF
IFSUBSTR(NAME,LNG,1)-
NMl=SUBSTR(NAME,LNG+1)
NMZ-LEFT(NAME,LNG)
NAME=NMl+",川+NM2
MN=O
ENDIF
LNG=LNG-1
IFLNG=O
MN=O
ENDIF
ENDDO
RETURN
*一一一一一EndofE‡CHGNM.PRG一一一一一
